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に
次
い
で
4
位
と
な
っ
た
。

こ
の
デ
ー
タ
だ
け
み
る
と
、
な

ら
ば
、
ア
ジ
ア
か
ら
の
観
光
客

よ
り
も
欧
州
の
観
光
客
に
比
重

を
移
し
た
政
策
、
戦
略
を
採
用

す
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
意
見

が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
早
計
で
あ
る
。

　

第
一
、
調
査
人
数
が
少
な
す

ぎ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
調
査
結
果
を
見
る

　

調
査
は
6
～
7
月
、
計
12
の

国
・
地
域
の
海
外
旅
行
経
験
者

計
６
２
７
４
人
を
対
象
に
実
施

さ
れ
、
こ
の
う
ち
訪
日
者
は

２
７
９
２
人
。
東
北
に
は
ア
ジ

ア
か
ら
２
８
５
人
、
英
米
仏
豪

か
ら
は
69
人
が
訪
れ
た
、
と
あ

る
。

　

2
か
月
で
、
ア
ジ
ア
か
ら

２
８
５
人
、
英
米
仏
豪
か
ら
は

69
人
が
訪
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

平
均
し
て
ひ
と
月
あ
た
り
、
そ

れ
ぞ
れ
わ
ず
か
１
４
３
人
と
35

人
。

　

東
北
六
県
合
計
と
し
た
ら
、

絶
対
数
と
し
て
少
な
す
ぎ
る
こ

と
こ
そ
問
題
な
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
訪
日
者
全
体

２
７
９
２
人
に
占
め
る
割
合
も
、

調
査
結
果
を
よ
く
読
む

　

下
記
の
記
事
を
み
る
と
す
ぐ

に
あ
わ
て
て
し
ま
う
の
が
常
だ

が
、
ま
ず
は
こ
の
調
査
の
ま
と

め
を
じ
っ
く
り
と
読
ん
で
見
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　

そ
う
し
た
観
点
か
ら
全
国
一

律
で
は
な
い
東
北
独
自
の
観
光

の
目
指
す
べ
き
方
向
性
、
戦
略

が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
可
能

性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

当
新
聞
と
し
て
は
、
む
し
ろ

東
北
は
全
国
一
律
基
準
を
目
指

し
て
は
な
ら
な
い
し
、
東
北
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
観
光
政
策
こ
そ
追

及
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

ア
ジ
ア
リ
ピ
ー
タ
ー
最
下
位

で
も
欧
州
は
4
位
？
？

　

中
国
や
台
湾
、
タ
イ
な
ど
ア

ジ
ア
の
8
国
・
地
域
か
ら
の
旅

行
者
の
再
訪
希
望
率
は
、
北
海

道
を
筆
頭
に
関
西
、
東
海
、
北

陸
、
中
国
地
方
の
次
、
東
北
が

最
下
位
と
あ
る
。
ま
た
関
東
の

記
載
が
な
い
こ
と
も
気
に
な
る
。

一
方
、
英
、
米
、
仏
、
豪
4
カ

国
か
ら
の
旅
行
者
の
東
北
再
訪

希
望
率
は
ア
ジ
ア
旅
行
者
に
比

べ
高
く
、
関
西
や
東
海
、
九
州

東北独自の観光政策とは何か？ 
アジア人再訪希望率、東北最下位に驚くなかれ

ア
ジ
ア
か
ら
が
約
１
０
．
２
％
、

欧
州
か
ら
は
わ
ず
か
約
２
．
５

％
で
あ
る
。

東
北
オ
リ
ジ
ナ
ル
観
光

政
策
の
方
向
性
と
は
？

　

本
気
で
取
り
組
む
な
ら
ば
、

ま
ず
東
北
へ
の
注
目
度
を
大
幅

に
引
き
上
げ
る
こ
と
が
第
一
で
、

そ
れ
な
し
に
は
は
じ
ま
ら
な
い
。

　

次
に
、何
を
見
て
、何
を
体
験

し
て
欲
し
い
か
を
明
確
に
す
る
。

　

ま
さ
か「
爆
買
い
」を
目
指
す

こ
と
は
な
い
と
思
う
が
…
。

　

ま
た
筆
者
が「
東
北
六
魂
祭
」

で
気
づ
い
た
点
と
し
て
、
東
北

六
県
の
県
庁
所
在
地
の
公
共
ト

イ
レ
の
数
不
足
と
い
う
イ
ン

フ
ラ
課
題
が
あ
る
が
、
現
状
で

は
1
日
で
10
万
人
規
模
の
大
量

の
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
こ
と

が
む
ず
か
し
い
点
を
挙
げ
た
い
。

　

し
た
が
っ
て
京
都
の
よ
う
な

大
規
模
観
光
客
を
迎
え
る
政
策

は
あ
り
得
な
い
と
考
え
る
。

　

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
1
団

体
あ
た
り
が
中
規
模
・
小
規
模

の
、
じ
っ
く
り
見
て
、
体
験
す

る
観
光
と
い
う
東
北
オ
リ
ジ
ナ

ル
観
光
こ
そ
、
今
後
目
指
す
べ

き
方
向
だ
と
考
え
て
い
る
。

宮城県生まれ、 64 歳、 経営
コンサルタント、 趣味は、 縄
文文化研究、 この 2 月に株
式上場プロフェッショナルを
養成し、 IPO の経営者教育
も行うスクール 『IPO マスタ
ースクール』 を開校、 校長
就任

【当新聞発行責任者
兼編集長兼記者紹介】

【砂越　豊】

　日本政策投資銀行東北支店がアジアや欧米などの国と地域を対象に実施した東北インバウンド（訪日外国人旅行者）意向調査

によると、アジアから東北を訪れた人の再訪希望率は５６．８％にとどまり、全国の地域別で最も低かった。交通アクセスや自国

キャッシュカードの利用への不満が他地域より高く、同支店は「満足度を高める早急な対応が必要だ」と指摘する。　中国や台湾、

タイなどアジアの８国・地域からの旅行者の再訪希望率は北海道が最も高く７７．８％。関西７０．９％、東海７０．６％と続いた。

東北は北陸の５９．９％、中国地方の５８．９％も下回り、最下位だった。　英、米、仏、豪４カ国からの旅行者の東北再訪希望

率は６９．６％。アジアの旅行者に比べて高く、地域別では関西や東海、九州に次いで４位となった。　東北を訪れて不満に感じ

たこと（複数回答）は「史跡や歴史的建造物の見物（説明の充実度を含む）」９．５％、「バス・タクシーの利便性」７．０％、「自

国キャッシュカードの利用しやすさ」６．３％。これらの項目は他地域では５％前後にとどまり、東北への不満の大きさが浮き彫

りになった。　一方、東北でも公衆無線ＬＡＮ「ＷｉＦｉ（ワイファイ）」の整備が進んだ影響から、「携帯電話・通信機器の利

用しやすさ」への不満は６．７％と、前年の９．０％より改善した。　東北支店は「インバウンドを増やすには受け入れ環境の改

善が欠かせない。訪日者の再訪意欲が高い北海道との連携も重要だ」（企画調査課）と話した。　調査は６～７月、計１２の国・

地域の海外旅行経験者計６２７４人を対象に実施した。このうち訪日者は２７９２人。東北にはアジアから２８５人、英米仏豪

からは６９人が訪れた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河北新報　2017 年 11 月 07 日火曜日記事抜粋

＜インバウンド＞「アクセス悪い」「自国カード使えない」アジア人再訪希望率、東北が最下位
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郷土料理愛好家　
　　　　松本由美子氏

冬の魚シリーズ

《たらの
ポアレ》

『材料2人分』　�鱈�2 切れ、えりんぎ�3本（縦に 1/4 に割く）、ブロッコリー 3�房�（茹
でる）、赤パプリカ 30ｇ（１センチ短冊）�、じゃがいも�1個�（乱切り）、
にんにくおろし�少々�、<トマトソースー>�トマトホール缶150ｇ（つ
ぶす）、�バター 5ｇ�、生クリーム 20CC

『作り方』　（1）鱈は塩・コショウをして片栗粉で揚げます
�（2）じゃがいもは、乱切りにし茹でて、マッシュポテトにします。おろしにんにく
少々、生クリーム、牛乳、塩・コショウを加え柔らかくします。
�（3）えりんぎはサッと油で揚げ、塩・コショウをふっておきます。
�（4）皿にマッシュポテトを中心にのせ、ブロッコリー、えりんぎを周りに飾ります。
鱈を油で揚げたら、マッシュポテトの上にのせます。最後に赤パプリカとミントを
飾ります。

第30回　三陸酒海鮮会
2017.11.18 開催

30回という区切り目の会は大盛況

　

三
陸
酒
海
鮮
会
も
第
三
十
回

目
を
数
え
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
回
は
三
十
名
近
く

の
み
な
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ

き
大
盛
況
で
し
た
。

　

い
つ
も
の
よ
う
に
豪
華
な

『
東
北
地
酒
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
』

に
み
な
満
足
で
、
特
に
新
顔
の

「
安
東
水
軍
」
が
人
気
で
し
た
。

　

海
鮮
も
相
変
わ
ら
ず
の
豪
華

版
で
、
刺
身
、
お
つ
ま
み
、
鍋

と
食
べ
き
れ
な
い
く
ら
い
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
で
し
た
。

　

ほ
ん
と
に
こ
の
会
は
豪
快
で

あ
り
つ
つ
も
コ
ス
パ
最
高
の
会

だ
と
思
い
ま
す
。

　

次
回
は
、

二
月
三
日

（
土
）
の

開
催
と
な

り
ま
す
。

人気だった 『安東水軍』 いつものように豪華な刺身

東北地酒ラインアップ

人気のつまみ

水産業再興のため
の料理レシピ紹介

第40回 
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写真でお伝えする　　　　     　　写真撮影 : 尾崎匠

東北の風景 ( 冬の花と雪と鹿）       　　　　 
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「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
調
査

２
０
１
７
」
の
結
果
が

公
表

　

ブ
ラ
ン
ド
総
合
研
究
所

の
「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
調
査

２
０
１
７
」
の
結
果
が
十
月
に

公
表
さ
れ
た
。

（http://tiiki.jp/new
s/05_

research/survey2017

）

　

こ
の
調
査
は
２
０
０
６
年
か

ら
行
わ
れ
て
お
り
、
全
国
一
、

〇
〇
〇
の
市
区
町
村
と
四
七
都

道
府
県
を
調
査
対
象
と
し
て
、

全
国
３
万
人
が
各
地
域
の
「
ブ

ラ
ン
ド
力
」
を
評
価
す
る
も
の

で
あ
る
。

　

調
査
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

対
し
て
魅
力
度
、
認
知
度
、
情

報
接
触
度
、
各
地
域
の
イ
メ
ー

ジ
（「
歴
史
・
文
化
の
ま
ち
」

な
ど
14
項
目
）、
情
報
接
触
経

路
（「
旅
番
組
」
な
ど
16
項
目
）、

情
報
接
触
コ
ン
テ
ン
ツ
（「
ご

当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
な
ど
コ

ン
テ
ン
ツ
10
項
目
）、
観
光
意

欲
度
、
居
住
意
欲
度
、
産
品
の

購
入
意
欲
度
、
地
域
資
源
の
評

価
（「
街
並
み
や
魅
力
的
な
建

造
物
が
あ
る
」
な
ど
16
項
目
）

な
ど
を
質
問
す
る
と
共
に
、
出

身
都
道
府
県
に
対
す
る
愛
着
度
、

自
慢
度
、
自
慢
で
き
る
地
域
資

源
な
ど
出
身
者
か
ら
の
評
価
な

ど
全
１
０
４
の
評
価
項
目
で
各

地
域
の
現
状
を
多
角
的
に
分
析

し
て
い
る
。

東
北
の
各
自
治
体
の
動
向

　

詳
細
な
報
告
書
は
高
額
で
私

の
財
力
で
は
入
手
で
き
な
い
が

（
笑
）、
大
ま
か
な
結
果
は
公

表
さ
れ
て
い
る
。こ
の
う
ち「
魅

力
度
上
位
１
０
０
市
区
町
村
ラ

ン
キ
ン
グ
」
の
結
果
は
表
の
通

り
で
あ
る
。

　

東
北
の
市
町
村
を
見
て
み
る

と
、
仙
台
市
が
前
年
の
25
位
か

ら
大
幅
に
順
位
を
上
げ
て
11
位

に
な
っ
た
の
を
始
め
、
青
森
県

十
和
田
市
が
前
年
の
74
位
か
ら

58
位
へ
、
盛
岡
市
が
前
年
の

１
１
７
位
か
ら
62
位
へ
、
福
島

県
会
津
若
松
市
が
前
年
の
65
位

か
ら
63
位
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
順
位

を
上
げ
て
い
る
。
青
森
県
弘
前

市
は
前
年
の
40
位
か
ら
順
位
を

下
げ
て
81
位
と
な
っ
た
が
、
依

然
ベ
ス
ト
１
０
０
に
ラ
ン
ク
イ

ン
し
て
い
る
。
東
北
で
１
０
０

位
ま
で
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い

る
の
は
こ
れ
ら
５
都
市
で
あ
る
。

昨
年
ベ
ス
ト
１
０
０
に
ラ
ン
ク

イ
ン
し
て
い
た
山
形
県
米
沢
市
、

福
島
県
喜
多
方
市
、
岩
手
県
平

泉
町
は
、
残
念
な
が
ら
今
年
は

ベ
ス
ト
１
０
０
の
圏
外
と
な
っ

た
。

　

ち
な
み
に
、
１
位
か
ら
10
位

は
、
京
都
市
、
北
海
道
函
館
市
、

札
幌
市
、
北
海
道
小
樽
市
、
神

奈
川
県
鎌
倉
市
、
横
浜
市
、
金

沢
市
、
北
海
道
富
良
野
市
、
鹿

児
島
県
屋
久
島
町
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
顔
ぶ
れ
は
毎
年
ほ
ぼ
不

動
で
あ
る
。「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
」

が
確
立
し
て
い
る
市
町
村
と
言

え
る
の
で
あ
ろ
う
。

他
地
方
に
お
け
る
傾
向

　

特
筆
す
べ
き
は
ベ
ス
ト

１
０
０
に
占
め
る
北
海
道
の
都

市
の
割
合
で
あ
る
。
ベ
ス
ト

10
に
入
っ
た
函
館
市
、
札
幌

市
、
小
樽
市
、
富
良
野
市
を
始

め
、
登
別
市
、
旭
川
市
、
釧
路

市
、
帯
広
市
、
千
歳
市
、
室
蘭

市
、稚
内
市
、石
狩
市
、根
室
市
、

夕
張
市
、
苫
小
牧
市
、
美
瑛
町
、

ニ
セ
コ
町
と
、
実
に
17
の
自
治

体
が
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
る
。

他
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
る
自

治
体
が
多
い
都
道
府
県
と
し
て

は
、
東
京
都
が
23
区
の
う
ち
９

つ
の
区
が
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
お

り
、
次
い
で
神
奈
川
県
が
鎌
倉

市
、
横
浜
市
、
箱
根
町
、
横
須

賀
市
、
茅
ヶ
崎
市
、
小
田
原

市
、
逗
子
市
の
７
自
治
体
、
沖

縄
県
が
那
覇
市
、
沖
縄
市
、
石

垣
市
、
宮
古
島
市
、
与
那
国
町
、

久
米
島
町
の
６
自
治
体
、
兵
庫

県
が
神
戸
市
、
姫
路
市
、
西
宮

市
、
宝
塚
市
、
芦
屋
市
の
５

自
治
体
、
岐
阜
県
が
高

山
市
、
下
呂
市
、
飛
騨

市
、
白
川
村
、
鹿
児
島

県
が
屋
久
島
町
、
奄
美

市
、
鹿
児
島
市
、
指
宿

市
、
静
岡
県
が
熱
海
市
、

伊
豆
市
、
浜
松
市
、
伊

東
市
、
長
野
県
が
軽
井

沢
町
、
松
本
市
、
長
野

市
、
安
曇
野
市
の
そ
れ

ぞ
れ
４
自
治
体
と
な
っ

て
い
る
。
以
前
、
仙
台

市
と
の
比
較
で
見
た
金

沢
市
の
あ
る
石
川
県
は

そ
の
金
沢
市
、
輪
島
市
、

加
賀
市
の
３
自
治
体
が
、

前
橋
市
の
あ
る
群
馬
県

は
草
津
町
の
み
が
ラ
ン

ク
イ
ン
し
て
い
た
。

「
地
域
ブ
ラ
ン

ド
」
の
確
立
し
て

い
る
自
治
体
と
は

　

そ
れ
に
し
て
も
、
で

あ
る
。
確
か
に
、
ベ
ス

ト
１
０
０
に
ラ
ン
ク
イ

ン
し
て
い
る
自
治
体
は

名
の
通
っ
た
と
こ
ろ
が

多
い
。
し
か
し
、
身
び

い
き
か
も
し
れ
な
い
が
、
東

北
の
各
自
治
体
で
こ
れ
ら
ラ

ン
ク
イ
ン
し
て
い
る
自
治
体

に
勝
る
と
も
劣
ら
ず
に
魅
力

の
あ
る
自
治
体
は
も
っ
と
多

い
よ
う
に
思
う
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
東
北
全
体
で
よ
う

や
く
５
自
治
体
、
神
奈
川
県

や
沖
縄
県
一
県
に
も
及
ば
な

い
数
の
自
治
体
し
か
ラ
ン
ク

イ
ン
し
て
い
な
い
と
い
う
現

状
は
、
少
な
く
と
も
も
う
少

し
実
像
に
近
づ
け
る
た
め
の

努
力
を
し
て
も
よ
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
端
的
に
言

え
ば
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い

の
で
あ
る
。
名
前
を
聞
い
て
も

具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
結
び
つ

か
な
い
の
で
あ
る
。

　

ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
る
東
北

の
自
治
体
を
見
る
と
、
そ
の
辺

り
の
「
キ
ャ
ラ
」
が
明
確
な
と

こ
ろ
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

仙
台
市
は
言
わ
ず
と
知
れ
た
東

北
唯
一
の
百
万
都
市
、
十
和
田

市
は
恐
ら
く
十
和
田
湖
、
奥
入

瀬
渓
流
な
ど
の
自
然
美
、
盛
岡

市
、
会
津
若
松
市
、
弘
前
市
、

そ
し
て
去
年
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て

い
た
米
沢
市
は
い
ず
れ
も
古
く

か
ら
も
建
物
が
残
る
旧
城
下
町

で
あ
る
。
昨
年
ラ
ン
ク
イ
ン
し

て
い
た
喜
多
方
市
と
平
泉
町
は
、

ラ
ー
メ
ン
と
蔵
の
町
、
世
界
遺

産
の
町
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
知
ら

れ
て
い
る
。
県
庁
所
在
地
と
い

え
ど
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
ラ
ン

ク
イ
ン
し
て
い
な
い
。
ラ
ン
ク

イ
ン
し
た
自
治
体
に
あ
る
よ
う

な
、
よ
く
知
ら
れ
た
情
報
や
イ

メ
ー
ジ
し
や
す
い
特
徴
な
ど
が

あ
る
自
治
体
が
恐
ら
く
、「
地

域
ブ
ラ
ン
ド
」
を
確
立
し
て
い

る
の
だ
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
。

共
通
す
る
「
魅
力
」
の

発
信
も

　

東
北
各
地
を
訪
れ
て
み
る
と

よ
く
分
か
る
が
、
ど
の
自
治
体

に
も
「
ら
し
さ
」
が
あ
る
。
そ

の
「
ら
し
さ
」
が
「
地
域
ブ
ラ

ン
ド
」
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の

だ
ろ
う
が
、
意
外
に
地
元
に
い

る
と
自
分
た
ち
の
ま
ち
の
よ
さ

や
個
性
が
見
え
な
か
っ
た
り
す

る
こ
と
も
あ
る
に
違
い
な
い
。

以
前
も
書
い
た
が
、
そ
こ
で
自

分
た
ち
の
ま
ち
の
魅
力
と
は
何

か
、
改
め
て
掘
り
起
こ
す
必
要

が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
際

に
外
部
の
目
を
入
れ
る
こ
と
を

意
識
す
れ
ば
、
地
元
の
目
線
で

は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
よ
う

な
「
魅
力
」
が
見
つ
か
る
か
も

し
れ
な
い
。

　

さ
ら
に
言
え
ば
、
個
々
の
自

治
体
の
「
魅
力
」
と
は
別
に
、

東
北
の
自
治
体
に
広
く
共
通
す

る
「
魅
力
」
も
あ
る
よ
う
に
思

う
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
自
然

の
豊
か
さ
、
食
文
化
の
豊
か
さ
、

郷
土
芸
能
や
祭
り
の
多
彩
さ
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
強
さ
、

な
ど
で
あ
る
。

　

17
自
治
体
が
ラ
ン
ク
イ
ン
し

て
い
る
北
海
道
の
自
治
体
に
も

そ
う
し
た
北
海
道
全
体
に
共
通

す
る
「
魅
力
」
が
色
濃
く
反
映

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

東
北
の
各
自
治
体
の
「
魅
力
」

の
発
信
に
際
し
て
も
、
個
別
の

「
魅
力
」
の
探
索
と
発
信
に
加

え
て
、
共
通
す
る
「
東
北
ブ
ラ

ン
ド
」
の
「
魅
力
」
に
つ
い
て

も
大
い
に
発
信
し
て
い
く
べ
き

で
あ
ろ
う
と
思
う
。

執
筆
者
紹
介

大
友
浩
平

（
お
お
と
も
こ
う
へ
い
）

奥
州
仙
臺
の
住
人
。
普
段
は
出

版
社
に
勤
務
。
東
北
の
人
と
自

然
と
文
化
が
大
好
き
。
趣
味
は

自
転
車
と
歌
と
旅
。

「
東
北
ブ
ロ
グ
」

http://blog.livedoor.jp/
anagm

a5/

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ

https://w
w

w.facebook.
com

/kouhei.ootom
o

　
　

「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
調
査
」

　
　

か
ら
見
え
て
く
る
も
の



2017 年 （平成 29 年） 12 月 16 日 （土曜日）　　第 67 号　http://tohoku-fukko.jp/

【東北復興】 掲載の記事 ・ 写真 ・ 図表などの無断転載を禁止します。 Copyright YUMUYU INC. All rights reserved.

　

現
在
か
ら
ほ
ぼ
二
十
年
前
の

一
九
九
六
年
、
そ
の
年
二
六
歳

に
な
る
私
が
東
京
・
渋
谷
の
と

あ
る
映
画
館
に
映
写
技
師
見
習

い
で
入
っ
て
し
ば
ら
く
し
た
あ

る
日
、
そ
の
映
画
『
ト
レ
イ
ン

ス
ポ
ッ
テ
ィ
ン
グ
』
が
映
写
室

に
運
ば
れ
て
き
た
。

　

当
時
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
と
い
う

映
画
興
行
の
形
が
流
行
で
、
大

手
映
画
館
と
は
一
線
を
画
し
た

小
さ
な
各
々
の
独
立
し
た
劇
場

が
、
自
ら
映
画
を
製
作
者
か
ら

買
い
付
け
て
、
独
自
の
広
告
・

配
給
戦
略
の
下
で
公
開
す
る
と

い
う
手
法
が
映
画
業
界
を
活
気

づ
か
せ
て
い
た
。
渋
谷
の
ど
真

ん
中
に
あ
っ
た
そ
の
劇
場
は
特

に
当
時
の
流
行
を
作
り
出
そ
う

と
す
る
気
風
が
強
く
、
そ
の
年

の
末
に
公
開
さ
れ
た
『
ト
レ
イ

ン
ス
ポ
ッ
テ
ィ
ン
グ
』
は
セ
ッ

ク
ス
・
ド
ラ
ッ
グ
・
暴
力
を
全

編
に
渡
っ
て
散
り
ば
め
、
高
度

な
映
像
・
音
楽
セ
ン
ス
で
彩
っ

た
、
ま
さ
に
渋
谷
の
劇
場
を
象

徴
す
る
よ
う
な
作
品
で
、
歴
史

的
な
大
ヒ
ッ
ト
と
、
超
ロ
ン
グ

ラ
ン
上
映
を
記
録
し
た
。
そ
の

記
憶
は
、
こ
の
劇
場
で
こ
の
映

画
を
観
る
為
だ
け
に
地
方
か
ら

上
京
し
、
異
様
な
デ
ザ
イ
ン
の

映
画
館
の
前
で
長
蛇
の
列
に
並

ん
だ
と
い
う
当
時
の
若
者
た
ち

の
心
に
、
今
も
深
く
刻
ま
れ
て

い
る
、
と
言
わ
れ
て
い
る
。

（
当
時
連
日
の
超
満
員
と
長
蛇

の
列
へ
の
対
応
に
疲
弊
し
苦
し

ん
だ
、
従
業
員
と
し
て
の
私
と

い
う
「
若
者
」
の
心
に
も
刻
ま

れ
て
い
る
が
・
・
・
）

　

た
だ
、
公
開
か
ら
二
十
年
が

経
過
し
た
今
、
あ
ら
た
め
て
思

い
起
こ
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
が
あ

る
。
確
か
に
、『
ト
レ
イ
ン
ス

ポ
ッ
テ
ィ
ン
グ
』
は
全
盛
期
の

渋
谷
に
集
ま
る
若
者
た
ち
を
熱

狂
さ
せ
る
だ
け
の
要
素
を
詰
め

込
ん
だ
映
画
で
あ
っ
た
。
た
だ
、

当
時
は
そ
の
作
品
の
背
景
に
あ

る
最
も
重
要
な
要
素
が
、
ほ
と

ん
ど
顧
み
ら
れ
る
事
が
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
が
、

こ
れ
は
「
か
つ
て
作
ら
れ
た
事

の
な
い
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
映

画
で
あ
る
」
と
い
う
事
実
で
あ

っ
た
。

　

物
語
の
舞
台
は
、
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
の
首
都
・
エ
デ
ィ
ン
バ

ラ
。
題
名
の
意
味
は
云
わ
ば
「

鉄
道
オ
タ
ク
」。
エ
デ
ィ
ン
バ

ラ
郊
外
の
、
廃
墟
と
な
っ
た
鉄

道
の
操
車
場
に
、
麻
薬
の
売
人

や
中
毒
者
が
集
ま
っ
て
い
た
時

代
が
あ
り
、
人
は
彼
ら
を
揶
揄

し
て
そ
う
呼
ん
で
い
た
、
と
い

う
話
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
れ
は
、

麻
薬
で
青
春
も
生
活
も
破
綻
さ

せ
た
、
若
者
た
ち
の
ド
ラ
マ
な

の
だ
。

　

実
は
今
年
春
、
二
十
年
ぶ
り

の
そ
の
続
編
『
Ｔ
2　

ト
レ
イ

ン
ス
ポ
ッ
テ
ィ
ン
グ
』
が
公
開

さ
れ
た
の
だ
が
、
私
自
身
映
写

技
師
を
辞
め
て
映
画
業
界
か
ら

遠
ざ
か
っ
て
久
し
い
だ
け
で
な

く
、
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
の
時
代
自

体
が
と
う
に
過
ぎ
去
り
、
平
凡

な
劇
場
公
開
で
あ
っ
と
い
う
間

に
上
映
終
了
し
て
し
ま
っ
た
せ

い
も
あ
っ
て
か
見
事
に
観
逃
し

た
。
ネ
ッ
ト
上
の
様
々
な
評
価

や
意
見
を
読
み
、
そ
の
中
で
も

『
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
は
「
ト

レ
イ
ン
ス
ポ
ッ
テ
ィ
ン
グ
」
を

ど
う
観
た
か
？
』
と
い
う
記
事

に
注
目
。
そ
れ
に
よ
る
と
前
作

品
が
公
開
さ
れ
る
九
六
年
以
前

は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
舞
台
に

し
た
映
画
と
い
う
も
の
が
ほ
と

ん
ど
な
か
っ
た
と
い
う
。
正
確

に
は
、『
ブ
レ
イ
ブ
ハ
ー
ト
』

や
『
ロ
ブ
・
ロ
イ
』
な
ど
の
作

品
が
あ
っ
た
訳
だ
が
、
こ
れ
ら

は
い
ず
れ
も
中
世
が
舞
台
の
所

謂
英
雄
譚
で
あ
り
、
し
か
も
反

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
い
う
趣
旨
が

明
確
な
内
容
は
、
当
然
な
が
ら

英
国
本
国
で
は
拒
絶
さ
れ
、
米

ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
し
か
制
作
し
得

な
か
っ
た
。
つ
ま
り
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
人
自
身
が
現
代
の
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
を
舞
台
に
、
そ
の

内
包
す
る
問
題
を
あ
ぶ
り
出
し

人
々
の
生
き
様
を
表
現
し
た
作

品
と
し
て
『
ト
レ
イ
ン
ス
ポ
ッ

テ
ィ
ン
グ
』
は
画
期
的
だ
っ
た

訳
で
あ
る
。
あ
ま
り
に
先
鋭
的

な
映
像
と
音
楽
は
、
最
も
重
要

な
テ
ー
マ
の
目
く
ら
ま
し
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
が
、
逆
に
い
え

ば
、
そ
れ
だ
け
実
は
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
人
の
芸
術
セ
ン
ス
が
際

立
っ
た
も
の
で
あ
る
事
の
証
明

で
も
あ
っ
た
の
だ
。

　

去
る
二
〇
一
四
年
、
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
の
大
英
帝
国
か
ら
の

独
立
を
目
論
む
住
民
投
票
が
実

施
さ
れ
た
事
は
、
世
界
を
沸
か

せ
た
衝
撃
的
な
出
来
事
で
あ
っ

た
。
結
果
、
独
立
は
果
た
せ
な

か
っ
た
が
、
そ
の
後
の
ス
ペ
イ

ン
に
お
け
る
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
の

独
立
運
動
に
も
影
響
を
与
え
、

更
に
は
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
の
表

明
に
よ
っ
て
、
離
脱
反
対
派
が

多
数
を
占
め
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
は
再
び
独
立
の
悲
願
を
果
た

そ
う
と
動
き
始
め
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
先
の
住
民
投
票

で
は
僅
差
と
は
い
え
何
故
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
を
独
立
へ
導
き
得

な
か
っ
た
か
、
そ
の
大
き
な
要

因
の
ひ
と
つ
に
、
こ
れ
よ
り
十

五
年
も
前
、
完
全
独
立
で
は
な

い
ま
で
も
、
こ
の
国
の
人
々
に

と
っ
て
快
挙
と
い
え
る
大
き
な

転
機
が
あ
っ
た
事
が
あ
げ
ら
れ

る
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
、
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
出
身
の
ト
ニ
ー
・
ブ

レ
ア
が
英
国
首
相
と
な
っ
た
事

で
一
九
九
九
年
に
実
現
し
た
、

三
百
年
振
り
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
独
自
の
議
会
復
活
で
あ
る
。

こ
れ
は
外
交
・
軍
事
・
財
政
な

ど
英
国
全
体
で
統
一
す
べ
き
事

項
以
外
の
、
税
率
や
福
祉
、
狩

猟
や
禁
煙
の
ル
ー
ル
な
ど
地
域

の
問
題
を
地
域
で
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
る
仕
組
み
―
即
ち
大
幅

な
権
限
委
譲
で
あ
り
、
こ
れ
に

よ
っ
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
は
、

か
な
り
の
程
度
「
誇
り
」
を
取

り
戻
し
、
満
足
感
を
得
る
事
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

「
こ
の
上
、
完
全
独
立
ま
で
す

る
必
要
は
な
い
、
却
っ
て
リ
ス

ク
だ
」
と
多
く
の
住
民
が
考
え

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
事
は
想

像
に
難
く
な
い
。

　
『
ト
レ
イ
ン
ス
ポ
ッ
テ
ィ
ン

グ
』
は
こ
れ
よ
り
数
年
前
の
制

作
で
あ
り
、
登
場
人
物
た
ち
の

失
望
感
は
現
代
よ
り
深
い
も
の

と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
た
と
今

に
し
て
思
う
。
祖
国
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
そ
し
て
隣
国
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
へ
の
恨
み
節
が
辛
辣
に
示

さ
れ
る
シ
ー
ン
で
、
主
人
公
が

空
し
く
広
が
る
ハ
イ
ラ
ン
ド
の

平
原
で
苛
立
ち
を
込
め
て
叫
ぶ
。

「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
な
ん
て
ク

ソ
く
ら
え
。
最
低
の
国
民
、
人

間
の
カ
ス
だ
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

人
は
能
無
し
と
い
う
が
、
こ
こ

は
そ
の
能
無
し
の
領
土
だ
。
何

の
価
値
も
無
い
国
を
占
領
す
る

よ
う
な
、
落
ち
ぶ
れ
た
王
国
の

子
分
だ
！
」

　

映
写
室
か
ら
画
面
下
の
字
幕

を
眺
め
な
が
ら
、
こ
の
主
人
公

の
叫
び
の
意
味
を
考
え
て
い
た
。

こ
れ
は
、
他
人
事
で
は
な
い
。

主
人
公
は
、
最
低
の
生
活
か
ら

逃
げ
る
為
に
ロ
ン
ド
ン
へ
移
り

住
む
。
自
分
も
ま
た
、
同
じ
だ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
。

　

も
し
主
人
公
と
同
じ
よ
う
に

地
元
に
「
燻
っ
て
い
る
」
若
者

だ
っ
た
と
し
て
、
私
は
庄
内
平

野
に
立
っ
て
、
叫
ぶ
だ
ろ
う
か
。

「
東
北
な
ん
て
ク
ソ
く
ら
え
。

最
低
の
国
民
、
人
間
の
カ
ス
だ
。

大
和
人
は
能
無
し
と
言
う
が
、

こ
こ
は
そ
の
能
無
し
の
領
土
だ
。

何
の
価
値
も
な
い
国
を
占
領
す

る
よ
う
な
、
落
ち
ぶ
れ
た
帝
国

の
子
分
だ
！
」

　

映
画
を
観
て
も
解
る
と
お
り
、

好
戦
的
な
事
で
知
ら
れ
た
ケ
ル

ト
民
族
の
末
裔
で
も
あ
る
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
人
は
か
な
り
過
激

な
気
質
を
持
っ
て
い
る
風
で
あ

り
、
ど
う
も
東
北
人
―
地
域
で

多
少
性
格
は
変
わ
れ
ど
も
―
と

共
通
と
は
思
え
な
い
。
大
人
し

い
東
北
の
人
間
が
同
じ
よ
う
な

口
調
で
郷
土
を
、
そ
し
て
隣
国

を
罵
倒
す
る
場
面
に
は
滅
多
に

お
目
に
か
か
れ
な
い
だ
ろ
う
が
、

抱
く
想
い
に
は
寸
分
違
わ
な
い

も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
（
ち
な
み
に
、
続
編
で
は

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
世
情
の
改

善
は
描
か
れ
た
の
か
？
内
容
は

相
変
わ
ら
ず
ダ
メ
な
大
人
が
暴

れ
て
い
る
だ
け
ら
し
い
の
だ
が
、

い
ず
れ
確
認
し
た
い
）。

　

以
前
に
も
書
い
た
の
だ
が
、

明
治
時
代
、
弘
前
出
身
の
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
・
陸く

が
か
つ
な
ん

羯
南
が
「
東

北
は
日
本
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

た
る
べ
し
」
と
唱
え
た
。
基
本

的
に
、
単
一
民
族
論
者
で
あ
る

陸
の
こ
の
論
説
の
主
旨
と
し
て

は
、
決
し
て
独
立
心
を
持
て
、

と
い
う
事
で
は
な
く
、
む
し
ろ

東
北
か
ら
偉
人
を
輩
出
し
日
本

の
先
端
へ
立
た
せ
よ
、
と
い
う

意
味
合
い
が
強
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
の
だ
が
、
結
局
の
と
こ
ろ

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
東
北
に
は

共
通
す
る
民
族
的
苦
境
が
あ
り

な
が
ら
も
、
東
北
の
方
に
は
欠

け
て
い
る
重
要
な
要
素
が
あ
る
。

言
葉
悪
く
言
え
ば
「
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
の
方
が
マ
シ
」
な
状
況

で
あ
る
、
と
見
な
さ
れ
て
い
た

訳
で
あ
る
。
何
が
マ
シ
だ
っ
た

の
か
、
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
過

酷
な
気
候
や
風
土
で
は
な
く
、

人
々
の
自
意
識
、「
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
と
は
根
本
的
に
違
う
国
・

民
族
な
の
だ
」
と
い
う
、
最
も

根
源
的
な
立
脚
点
で
あ
り
、
そ

れ
は
強
烈
な
誇
り
に
も
、
そ
し

て
逆
に
致
命
的
な
劣
等
感
に
も

な
り
得
る
要
素
に
他
な
ら
な
か

っ
た
。

　

確
か
に
、
明
治
以
来
の
「
劣

等
感
」
と
い
え
ば
、
ま
る
で
東

北
人
と
セ
ッ
ト
の
よ
う
な
言
葉

で
、
一
方
の
「
東
北
人
の
誇
り

」
な
ど
と
口
に
す
れ
ば
笑
わ
れ

る
よ
う
な
風
潮
す
ら
あ
っ
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
本
当
に
東
北
に
は
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
あ
る
と
い
う
、

そ
の
根
源
的
な
立
脚
点
が
な
か

っ
た
の
か
ど
う
か
。
原
敬
、
新

渡
戸
稲
造
、
野
口
英
世
と
い
っ

た
偉
人
た
ち
の
心
に
は
、
薩
長

の
作
ろ
う
と
す
る
国
と
は
別
の

道
を
行
こ
う
と
し
た
奥
羽
越
各

藩
の
記
憶
が
引
き
継
が
れ
て
い

た
は
ず
だ
が
、
明
治
と
い
う
時

代
は
一
転
し
て
、
東
北
人
に
他

の
ど
の
地
方
の
人
間
よ
り
も
「

日
本
人
」
で
あ
る
事
（
即
ち
『

賊
軍
』
の
汚
名
を
濯
ぐ
事
）
を

強
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

そ
れ
は
一
時
代
、
英
国
に
お
け

る
重
要
な
発
明
や
芸
術
の
多
く

が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
に
よ
る

も
の
だ
っ
た
（
ベ
ル
に
よ
る
電

話
、
ダ
ン
ロ
ッ
プ
に
よ
る
ゴ
ム

タ
イ
ヤ
、
ド
イ
ル
に
よ
る
探
偵

小
説
な
ど
）
事
に
も
似
て
い
る

気
が
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

時
代
に
よ
っ
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
人
に
と
っ
て
も
、
東
北
人
に

と
っ
て
も
活
躍
の
し
か
た
が
変

わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
事
だ
。

　

ド
イ
ル
が
『
ホ
ー
ム
ズ
』
を

書
い
て
い
た
時
代
は
、
独
立
の

事
な
ど
考
え
る
必
要
は
な
か
っ

た
、
と
い
う
よ
り
考
え
て
も
ど

う
に
も
な
ら
な
か
っ
た
の
か
も

知
れ
な
い
。
だ
が
、
今
や
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
全
土
が
、
独
立
に

つ
い
て
考
え
ざ
る
を
得
な
い
状

況
に
ま
で
変
化
し
た
の
だ
。
こ

れ
は
、『
ト
レ
イ
ン
ス
ポ
ッ
テ

ィ
ン
グ
』
が
公
開
さ
れ
た
頃
ま

で
に
は
夢
の
ま
た
夢
と
さ
れ
て

き
た
事
だ
と
い
う
か
ら
、
そ
ち

ら
の
方
が
今
や
信
じ
ら
れ
な
い

く
ら
い
だ
。　

　

独
立
が
、
本
当
に
い
ま
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
に
と
っ
て
最
善
の

道
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
た

だ
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
も
っ

と
も
ふ
さ
わ
し
い
道
、
若
者
が

平
原
で
空
し
く
祖
国
を
罵
倒
す

る
よ
う
な
事
を
し
な
い
で
済
む

道
を
、
行
く
事
が
で
き
れ
ば
い

い
と
、
心
か
ら
思
う
。

　

で
は
こ
れ
か
ら
の
東
北
は
ど

う
だ
ろ
う
か
。
明
治
の
岩
手
人

・
後
藤
新
平
が
都
市
東
京
の
礎

を
作
り
、
日
本
の
発
展
に
人
生

を
捧
げ
た
よ
う
に
、
ま
だ
東
北

人
は
東
京
を
元
気
に
す
る
た
め

に
力
を
貸
し
、
日
本
の
発
展
に

人
生
を
捧
げ
る
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
か
？
そ
れ
と
も
こ
れ
か
ら

は
、
た
だ
東
北
人
で
あ
る
事
、

今
度
こ
そ
東
北
の
土
と
人
の
た

め
に
生
き
る
事
が
許
さ
れ
て
い

く
だ
ろ
う
か
？
今
年
ま
で
夢
の

ま
た
夢
で
あ
っ
た
事
、
そ
れ
が

突
如
そ
う
で
な
く
な
る
瞬
間
が
、

日
本
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
あ

る
こ
の
東
北
に
、
決
し
て
起
き

な
い
と
は
限
る
ま
い
。

奥お
う

羽う

越え
つ

現げ
ん

像ぞ
う

氏
紹
介 

　

一
九
七
〇
年
山
形
県
鶴
岡

市
生
。
札
幌
、
東
京
を
経

て
、
仙
台
に
移
住
。
市
内
の

ケ
ル
ト
音
楽
サ
ー
ク
ル
に
所

属
し
、
あ
ち
こ
ち
出
没
し
演

奏
す
る
。
フ
ィ
ド
ル
（
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
）
担
当
。

『
い
ま
一
度
、
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
と
東
北
の
事
』

若者、 祖国スコットランドを罵倒するの場面
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小屋と柿と 乳神様

山の神

カマツカ （ウシコロシ） の実

黄葉と石塔と

お食事中

黄葉

気になる祠

シリーズ 遠野の自然

「遠野の大雪」

遠野 1000 景より

　

い
よ
い
よ
師
走
も
半
ば
。　

暦
で
は
「
大
雪
」。
聞
い
た
だ

け
で
も
身
が
引
き
締
ま
る
。

　

遠
野
の
最
低
気
温
は
氷
点
下

二
桁
手
前
ま
で
い
く
こ
の
季
節
。

水
道
管
に
ヒ
ー
タ
ー
入
れ
る
季

節
と
も
い
う
。

　

こ
の
号
が
発
行
さ
れ
て
い
る

時
分
に
は
、
筆
者
も
遠
野
の
寒

さ
の
な
か
に
い
る
予
定
。
今
か

ら
身
構
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　

＊

　

今
回
号
の
写
真
は
、
紅
葉
の

最
後
の
風
景
を
取
り
上
げ
た
。

　

銀
杏
の
黄
色
一
色
の
風
景
が

き
れ
い
だ
。
石
塔
と
紅
葉
の
風

景
も
い
い
。
山
の
神
も
紅
葉
の

な
か
で
さ
ら
に
神
々
し
い
。

　

紅
白
の
お
手
玉
に
見
え
る
の

は
乳
神
さ
ま
で
あ
る
。
ブ
ロ
ッ

ク
で
囲
ま
れ
た
祠
も
ま
た
い
い
。

　

遠
野
で
柿
が
た
わ
わ
に
実
る

風
景
は
こ
こ
10
年
の
こ
と
で
、

温
暖
化
で
実
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
話
に
は
驚
く
。

　

ウ
バ
ユ
リ
を
食
べ
る
虫
の
写

真
は
グ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ト
で
あ
る
。

　
「
牛
が
死
ぬ
ま
で
た
た
い
て

も
折
れ
な
い
」
と
い
う
物
騒
な

ウ
シ
コ
ロ
シ
の
名
前
に
も
驚
く
。
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サ
バ
缶
ブ
ー
ム
再
来

　

こ
こ
数
年
の
間
に
何
度
か
の

サ
バ
缶
ブ
ー
ム
が
来
た
。
今
年

秋
に
も
ま
た
ブ
ー
ム
が
来
て
い

る
。
そ
の
結
果
、
サ
バ
缶
の
売

れ
行
き
の
勢
い
が
止
ま
ら
な
い

と
い
う
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
る
。

　

十
月
の
全
国
の
日
経
収
集
店

舗
の
「
サ
バ
缶
詰
」
カ
テ
ゴ
リ

ー
売
り
上
げ
で
は
、
千
人
当
り

金
額
で
は
前
年
比
８
４
．
２
％

増
と
の
こ
と
。
十
一
月
に
は
さ

ら
に
伸
び
て
い
る
よ
う
だ
。
尋

常
な
勢
い
で
は
な
い
。

　

サ
バ
缶
人
気
は
、
い
く
つ
か

の
テ
レ
ビ
番
組
で
「
サ
バ
缶
ダ

イ
エ
ッ
ト
」
が
話
題
に
な
っ
た

の
が
き
っ
か
け
で
あ
る
。

　

手
軽
に
ど
こ
で
も
購
入
で
き

て
日
持
が
す
る
の
で
買
い
だ
め

で
き
る
な
ど
、
い
つ
で
も
食
卓

に
取
り
入
れ
や
す
い
便
利
さ
に

加
え
、
平
均
価
格
も
手
ご
ろ
で

安
価
で
あ
る
こ
と
が
ブ
ー
ム
に

拍
車
を
か
け
た
よ
う
だ
。

　

最
近
も
八
月
か
ら
十
月
に
か

け
て
、
い
く
つ
か
の
テ
レ
ビ
番

組
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
だ
が
、

「
サ
バ
缶
」
の
売
り
上
げ
を
追

う
と
、
テ
レ
ビ
の
影
響
が
て
き

め
ん
に
現
れ
て
い
る
と
い
う
。

木
の
屋
水
産
高
級
サ
バ

缶
が
Ｔ
Ｖ
で
取
り
上
げ

ら
れ
る

　

宮
城
県
石
巻
市
の
木
の
屋
石

あ
り
、
ま
た
商
品
出
荷
作
業
も

大
変
だ
っ
た
が
何
と
か
復
旧
し

た
よ
う
だ
。

　

ブ
ー
ム
と
い
う
の
は
す
ご
い

パ
ワ
ー
を
持
つ
こ
と
を
、
関
係

者
は
実
感
さ
れ
た
こ
と
と
思
う
。

　

ぜ
ひ
こ
の
勢
い
で
会
社
の
大

復
興
を
遂
げ
て
欲
し
い
と
願
う

し
、
一
過
性
の
ブ
ー
ム
に
終
わ

ら
ず
、
こ
の
高
級
サ
バ
缶
の
固

定
フ
ァ
ン
が
増
え
て
、
末
永
い

ブ
ー
ム
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願

う
ば
か
り
で
あ
る
。

　

と
同
時
に
、
サ
ン
マ
不
漁
等

の
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り
で
落

ち
込
ん
で
い
る
三
陸
の
水
産
業

者
に
明
る
い
展
望
を
与
え
て
欲

し
い
と
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

サ
バ
缶
だ
け
じ
ゃ
な
い

鯨
缶
も
あ
り

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
会
社
の
主

力
商
品
は
サ
バ
缶
だ
け
で
は
な

い
。
お
す
す
め
は
た
く
さ
ん
あ

る
が
、
な
か
で
も
鯨
缶
が
お
す

す
め
だ
。

　

大
震
災
当
時
、
こ
の
会
社
の

シ
ン
ボ
ル
広
告
塔
で
あ
っ
た
巨

大
な
鯨
缶
詰
め
が
津
波
で
流
さ

れ
た
姿
が
何
度
も
取
り
上
げ
ら

れ
た
の
で
、
覚
え
て
お
ら
れ
る

方
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。

　

特
に
筆
者
の
年
代
だ
と
、
鯨

肉
は
幼
少
時
に
な
じ
み
が
深
く
、

特
別
な
懐
か
し
さ
を
抱
く
。

　

ま
た
鯨
に
つ
い
て
は
缶
詰
だ

け
で
な
く
刺
身
も
ベ
ー
コ
ン
も

あ
る
。
筆
者
は
大
好
物
で
あ
る
。

　

今
月
の
二
十
三
日
に
は
、
美

里
工
場
で
「
木
の
屋
祭
り
」
と

し
て
、
鯨
肉
な
ど
の
特
価
販
売

も
あ
る
よ
う
だ
。

巻
水
産
は
、
当
新
聞
発
刊
以
来

も
ず
っ
と
復
興
を
応
援
し
て
き

た
が
、
こ
の
会
社
の
主
力
商
品

の
ひ
と
つ
に
「
金
華
さ
ば
味
噌

煮
」
が
あ
る
。
サ
バ
缶
と
し
て

は
高
級
品
で
あ
り
、
通
常
の
サ

バ
缶
に
比
べ
る
と
お
い
し
さ
も

群
を
抜
い
て
い
る
。

　

こ
の
商
品
が
十
二
月
は
じ
め

に
放
映
さ
れ
た
「
マ
ツ
コ
の
知

ら
な
い
世
界
」（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
）

で
紹
介
さ
れ
た
。

　

そ
の
途
端
、
最
近
の
さ
ば
缶

ブ
ー
ム
効
果
も
あ
っ
て
、
放
映

後
の
売
れ
行
き
が
す
ご
い
こ
と

に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

あ
ま
り
の
反
響
で
、
オ
ン
ラ

イ
ン
販
売
用
の
サ
ー
バ
ー
が
ダ

ウ
ン
す
る
ほ
ど
の
ア
ク
セ
ス
が

鯨大和煮

鯨ベーコン

「マツコの知らない世界」 ... （TBS 系） で紹介された 「金華さば味噌煮」

石巻・木の屋水産頑張れ！
「金華さば味噌煮」売行き絶好調
いま、サバ缶ブーム再来

【木の屋祭り】告知！

１２月２３日（土・祝）に弊社美里
町工場直売所にて「木の屋祭り」が
開催されます。

【アクセス情報】
〒 989-4206　
宮城県遠田郡美里町二郷字南八丁 2-2
TEL : 0229-29-9429 

ミンク鯨赤肉１級をはじめ、鯨ベーコン
や、鯨竜田揚げも大特価。「マツコの知ら
ない世界」で紹介された「金華さば味噌煮」
も、もちろん販売いたします！
そして、１２月１１日（月）より
・ミンク鯨赤肉１級４００ｇ１, ０００円
・鯨ベーコン切り落とし２００ｇ１, ０００円
・ミンク鯨トイブロック１００ｇ５００円
の３品は特価販売開始しますので、
是非、美里町工場直売所までお立ち寄り
ください！
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で
、
最
初
に
堪
能
し
た
。

　

次
は
、
定
番
の
美
味
し
く
て

飲
み
や
す
い
『
浦
霞
樽
一
限
定

金
ラ
ベ
ル
』
を
い
た
だ
い
た
。

　

前
回
、
高
校
同
級
数
人
で
お

じ
ゃ
ま
し
た
際
に
数
本
も
飲
ん

で
し
ま
っ
た
ほ
ど
飲
み
や
す
い
。

　

こ
の
日
も
あ
っ
と
い
う
ま
に

四
合
瓶
が
空
に
な
っ
た
。

鯨
刺
身
と
三
陸
海
鮮

　

海
鮮
メ
ニ
ュ
ー
も
お
酒
と
同

様
に
、
食
べ
た
い
も
の
ば
か
り

で
目
移
り
し
て
困
る
。

　

こ
の
店
の
海
鮮
は
三
陸
産
の

も
の
だ
が
、
な
か
で
も
「
鯨
」

は
な
か
な
か
他
所
で
は
お
目
に

か
か
れ
な
い
。

　

そ
ん
な
こ
と
で
ま
ず
は
『
鯨

刺
身
の
盛
り
合
わ
せ
』。

　

追
加
で
、
絶
品
の
『
イ
カ
わ

た
の
醤
油
漬
け
』、『
煮
凝
り
』

で
お
酒
が
ど
ん
ど
ん
進
む
。
酒

飲
み
に
は
た
ま
ら
な
い
肴
で
あ

る
。

　

最
後
に
、
鯨
の
ス
テ
ー
キ
を

い
た
だ
い
て
、
次
回
ま
た
別
の

メ
ニ
ュ
ー
を
食
べ
に
来
よ
う
と

誓
っ
た
次
第
。

　

帰
り
し
な
、
店
長
が
わ
ざ
わ

ざ
店
の
外
ま
で
出
て
、
見
送
っ

て
く
れ
た
。

　

何
度
も
行
き
た
い
店
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

＊

　

こ
の
店
に
は
三
つ
の
こ
だ
わ

り
が
あ
る
と
い
う
。

　

以
下
は
、
お
店
の
こ
だ
わ
り

を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
か
ら
そ
の
ま
ま
引
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

樽
一
の
こ
だ
わ
り
―
鯨
編

　

元
々
、
我
々
日
本
人
は
、

４
０
０
０
年
も
昔
か
ら
鯨
と
共

に
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
鯨
は
最
も
身
近
で
、

安
心
、
安
全
な
食
材
の
代
表
で

し
た
。

　

食
の
安
全
性
が
叫
ば
れ
て
い

る
今
こ
そ
、
雄
大
な
自
然
界
で

育
っ
た
こ
の
高
タ
ン
パ
ク
、
低

カ
ロ
リ
ー
で
あ
る
食
材
が
見
直

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
「
樽
一
」
は
失
わ
れ
つ
つ
あ

る
貴
重
な
日
本
の
食
文
化
を
、

こ
れ
か
ら
の
世
代
に
引
き
継
ぎ
、

　
「
日
本
人
の
誇
り
」
を
も
っ

て
語
り
続
け
て
い
き
ま
す
。

樽
一
の
こ
だ
わ
り
―
三

陸
編

　

今
か
ら
40
年
前
、
今
ほ
ど
ま

だ
東
京
に
居
酒
屋
が
な
か
っ
た

頃
、
初
代
店
主
は
東
京
の
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
に
故
郷
の
「
三
陸
の

味
」
を
伝
え
、
仕
事
帰
り
に
安

心
し
て
く
つ
ろ
い
で
頂
く
た
め

に
「
樽
一
」
を
作
り
ま
し
た
。

　

当
時
は
、
輸
送
シ
ス
テ
ム
も

確
立
し
て
お
ら
ず
、
店
主
自
ら

ト
ラ
ッ
ク
に
「
三
陸
の
海
の

幸
」
や
宮
城
の
銘
酒
「
浦
霞
」

を
積
み
、
運
び
続
け
ま
し
た
。

　

東
京
初
上
陸
の
「
ホ
ヤ
」
や

「
浦
霞
」、「
自
家
製
笹
か
ま
」

に
は
そ
ん
な
先
代
の
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

樽
一
の
こ
だ
わ
り
―
日

本
酒
編

　
「
樽
一
」
は
、
日
本
の
食
文

化
を
守
っ
て
い
く
事
に
全
力
を

注
い
で
い
ま
す
。
中
で
も
世
界

最
高
水
準
と
言
わ
れ
て
い
る
日

本
酒
に
こ
だ
わ
り
続
け
て
い
ま

す
。

　
「
樽
一
」
の
メ
イ
ン
料
理
で

あ
る
お
刺
身
、
鯨
料
理
、
生
か

き
、
ほ
や
な
ど
の
「
海
の
幸
」

を
更
に
引
き
立
て
て
く
れ
る
お

酒
は
や
は
り
日
本
酒
、
特
に
宮

城
の
銘
酒「
浦
霞
」は
こ
の「
樽

一
」
か
ら
広
ま
り
ま
し
た
。

　
「
樽
一
」
の
樽
は
お
酒
の

「
樽
」、「
一
」
は
一
人
一

人
、
一
品
一
品
を
大
切
に
す
る

「
一
」
で
も
あ
り
こ
の
業
界
で

「
一
番
」
に
な
る
「
一
」
で
も

あ
る
の
で
す
。

　

全
国
の
蔵
元
さ
ん
の
一
滴
に

か
け
る
情
熱
、
こ
だ
わ
り
、
伝

統
を
受
け
継
い
で
い
く
真
摯
な

気
持
ち
を
少
し
で
も
皆
様
に
伝

え
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
参
り

ま
す
。

宮
城
県
関
係
者
御
用
達
の

樽
一
（
た
る
い
ち
）

　

新
宿
三
丁
目
に
あ
る
『
樽

一
』
は
、
宮
城
関
係
者
な
ら
た

い
て
い
は
知
っ
て
い
る
有
名
な

海
鮮
居
酒
屋
で
あ
る
。

　

先
代
社
長
も
宮
城
県
関
係
者

で
あ
り
、
三
陸
海
鮮
な
ら
何
で

も
食
べ
ら
れ
る
し
、
宮
城
の
日

本
酒
も
揃
っ
て
い
る
。

　

筆
者
も
ち
ょ
く
ち
ょ
く
お
じ

ゃ
ま
す
る
が
、
今
回
は
、
新
宿

の
花
園
神
社
の
伝
統
行
事
「
大

酉
祭
」
の
『
三
の
酉
』
の
十
一

月
末
日
に
お
じ
ゃ
ま
し
た
。

酒
―
浦
霞
と
宮
寒
梅
堪
能

　

メ
ニ
ュ
ー
に
は
飲
み
た
い
お

酒
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
る
。

全
部
飲
み
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、

今
回
は
2
種
の
み
と
し
た
。

　

最
初
の
お
酒
は
『
宮
寒
梅
』

を
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
は
宮
城

県
大
崎
市
の
酒
で
、
都
内
で
は

あ
ま
り
お
目
に
か
か
れ
な
い
の

鯨・ほや・かきの三陸海鮮料理と浦霞の店

樽一（たるいち）新宿店
宮城関係者の御用達店

樽一新宿入り口

浦霞金ラベル

鯨刺身盛り合わせ

イカわた醤油漬け

絶品ー煮凝り


